
   　

峯
山
藩
四
百
年
の
御
恩

　

本
年
は
峯
山
藩
初
代
京
極
高
通
公
が
元
和
八
年
（
一

六
二
二
）
、
権
現
山
麓
に
陣
屋
を
構
え
て
立
藩
し
て
か

ら
四
百
年
と
い
う
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

関
ヶ
原
の
戦
い
以
降
徳
川
家
康
よ
り
丹
後
国
を
与
え

ら
れ
、
丹
後
国
主
と
な
っ
た
京
極
高
知
公
は
三
人
の
子

に
宮
津
、
田
辺
（
舞
鶴
）
、
峯
山
を
分
け
与
え
ま
す
。

宮
津
宗
家
は
三
代
で
改
易
、
田
辺
は
三
代
で
但
馬
国

豊
岡
へ
転
封
と
な
り
、
峯
山
だ
け
が
明
治
維
新
ま
で
続

く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
宮
津
の
七
万
八
千
石
、

田
辺
の
三
万
五
千
石
に
比
し
て
峯
山
は
一
万
石
と
い
う

小
藩
で
し
た
が
、
六
代
高
久
公
、
七
代
高
備
公
、
十
代

高
富
公
が
幕
府
の
若
年
寄
（
老
中
に
次
ぐ
要
職
）
を
務

め
る
雄
藩
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

一
八
三
一
年
に
絹
屋
佐
平
治
が
丹
後
縮
緬
を
織
り
出

し
て
か
ら
は
一
貫
し
て
奨
励
策
を
敷
き
、
丹
後
一
円
に

広
が
り
全
国
屈
指
の
産
業
に
成
長
す
る
基
は
峯
山
藩
京

極
家
の
藩
政
に
よ
る
も
の
で
す
。

京
極
家
四
百
年
の
歴
史
は
峰
山
の
歴
史
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
佳
節
に
先
人
の
遺
徳
を
偲
び
顕
彰
す
る
こ
と
は

大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

き
ょ
う
ご
く

た
か
み
ち

た
か
と
も

た
か
ひ
さ

た
か
ま
さ

た
か
と
み

峯
本
年

六
二
二

ら
四
百

関
ヶ

ら
れ
、

に
宮
津

宮
津
宗

豊
岡
へ

く
こ
と

田
辺
の

小
藩
で

高
富
公

め
る
雄

　

一
八

し
て
か

広
が
り

極
家
の

京
極

こ
の
佳

大
き
な

た
か
と
み
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権現山方向から南方の鳥瞰　正面の山に金刀比羅神社　手前は震災記念館

７月９日夏季大祭の露店出店は中止となりました。



い
っ
し
き

あ
き
の
り

ほ
そ
か
わ

ふ
じ
た
か

お
き
も
と

き
ん
ぷ
せ
ん
じ

　

峰
山
の
街
づ
く
り

　

峰
山
の
街
づ
く
り

　

峰
山
の
街
は
江
戸
の
初
め
に
京
極
高

通
公
が
権
現
山
麓
に
陣
屋
を
構
え
、
そ

の
周
囲
に
家
臣
衆
の
家
々
が
建
て
ら
れ

て
出
来
た
家
中
町
が
は
じ
ま
り
で
す
。

今
の
吉
原
を
中
心
に
小
西
川
以
北
あ
た

り
だ
け
の
街
だ
っ
た
の
が
、
江
戸
後
期

に
は
以
南
に
も
新
町
が
つ
く
ら
れ
て
町

域
が
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

　

権
現
山
と
金
峰
さ
ん

　

権
現
山
と
金
峰
さ
ん

　

権
現
山
は
吉
原
山
と
も
よ
ば
れ
、
南

北
朝
時
代
の
一
三
八
八
年
に
一
色
詮
範

氏
が
丹
後
北
部
の
要
衝
と
し
て
山
頂
に

山
城
を
設
け
、
戦
国
時
代
の
一
五
八
二

年
に
細
川
藤
孝
氏
が
一
色
氏
を
滅
ぼ
し
、

次
男
の
興
元
氏
が
入
城
し
て
本
丸
、
二

ノ
丸
、
三
ノ
丸
を
整
備
し
ま
し
た
が
、

江
戸
に
な
り
一
六
二
二
年
に
京
極
氏
が

入
封
し
て
城
郭
が
廃
さ
れ
て
以
降
、
再

建
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
古
く
か
ら
あ
っ
た
と
伝
わ

る
吉
原
山
祇
社
と
蔵
王
権
現
は
城
が
失

わ
れ
て
後
も
本
丸
跡
に
祀
ら
れ
、
明
治

以
降
は
金
峰
神
社
と
称
し
て
峰
山
鎮
護

の
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
二
年
の
北
丹
後
地
震
罹
災
後
は

現
在
の
吉
原
の
地
に
本
社
を
遷
座
し
ま

し
た
が
、
山
上
本
丸
跡
に
は
今
も
奥
社

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

一
色
氏
の
築
城
以
前
か
ら
山
祇
神
が

祀
ら
れ
て
い
て
後
に
蔵
王
権
現
が
併
せ

祀
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、
吉
原
山
は
吉

原
山
祇
神
か
ら
、
権
現
山
は
蔵
王
権
現

か
ら
く
る
呼
称
で
す
。
蔵
王
権
現
は
吉

野
の
金
峰
山
寺
に
由
来
す
る
こ
と
か
ら

金
峰
神
社
と
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
峰
さ
ん
と
峰
山

　

金
峰
さ
ん
と
峰
山

　

細
川
時
代
に
は
「
嶺
山
」
が
使
わ
れ

て
い
た
よ
う
で
す
が
、
江
戸
に
な
っ
て

京
極
家
は
「
峯
山
」
を
用
い
て
立
藩
し
、

今
の
峰
山
町
へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
峯
山
」
は
「
金
峰
山
」
に
由
来

す
る
名
称
で
も
あ
り
、
金
峰
神
社
は

峰
山
に
と
っ
て
大
変
意
義
深
い
重
要
な

御
社
な
の
で
す
。

　
 

嶺
山
か
ら
峰
山
へ

嶺
山
か
ら
峰
山
へ　

が
併
せ吉現吉られて

藩
し
、

す
。

来はな

金峰神社奥社 権現山上本丸跡に鎮座

金峰神社 峰山町吉原鎮座

権現山麓の陣屋跡地 「峰山城趾」の石碑が建つ 『峯山旧記』に載る「御廊内御絵図」（家中町の図）  慶応２年

た
か
ゆ
き

　

神
恩
と
善
政
の
四
〇
〇
年

　

神
恩
と
善
政
の
四
〇
〇
年

　

権
現
山
に
金
峰
さ
ん
を
頂
い
て
藩
政

を
敷
き
、
四
代
京
極
高
之
公
の
治
め
る

享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
丹
後
縮
緬

が
織
り
出
さ
れ
て
か
ら
、
七
代
高
備
公

の
文
化
八
年
（
一
八
一
一
）
に
町
域
を

越
え
た
向
か
い
の
山
に
金
毘
羅
権
現
を

迎
え
、
以
後
は
北
か
ら
金
峰
さ
ん
を
頂

い
た
京
極
家
、
南
か
ら
は
金
毘
羅
さ
ん

に
挟
ま
れ
る
形
で
見
守
ら
れ
続
け
、
縮

緬
産
業
の
街
と
し
て
大
き
く
栄
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

峯
山
は
僅
か
一
万
石
の
小
藩
で
し
た
。

そ
こ
で
米
作
農
業
の
石
高
だ
け
で
な
く

他
の
産
業
を
求
め
、
以
前
か
ら
あ
っ
た

絹
織
物
産
業
が
縮
緬
の
誕
生
で
大
き
く

発
展
し
て
藩
政
を
支
え
ま
す
。
幕
府
の

国
策
を
超
え
て
独
自
の
地
場
産
業
の
創

出
に
成
功
し
た
の
で
す
。
六
代
高
久
公

は
峯
山
で
は
じ
め
て
若
年
寄
に
任
ぜ
ら

れ
ま
す
が
、
幕
府
の
要
職
に
就
く
に
は

国
元
の
地
盤
が
し
っ
か
り
支
え
る
必
要

も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。

　

縮
緬
奨
励
策
を
と
っ
て
善
政
を
敷
き
、

天
災
や
飢
饉
の
際
、
近
隣
他
藩
で
も
一

揆
騒
乱
が
頻
発
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

峯
山
で
は
一
度
も
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

苦
難
に
遭
っ
て
も
共
に
乗
り
越
え
る
領

民
と
の
良
好
な
関
係
が
、
明
治
維
新
ま

で
治
世
が
続
い
た
大
き
な
要
因
で
し
た
。

他絹発国出はれ国も天揆峯苦民で

山上からの眺望 日本海を望む

二の丸跡の広大な公園 権現山全容 歴史上丹後統治の要衝だった

金
刀
比
羅
神
社
役
員
名
簿  

敬
称
略

責
任
役
員　

井
上     

敏
（
代
表
総
代
）

　
　
　
　
　

錦
織     

隆

　
　
　
　
　

松
本
研
二
（
総
代
兼
任
）

　
　
　
　
　

井
上
五
朗
（
総
代
兼
任
）

　
　
　
　
　

森     
一
彦
（
総
代
兼
任
）

総　
　

代   

田
中
良
剛　

  
増
田　

  

晋

 

　

  

寺
田
義
弘　

  
岸
本
博
一

 

　

  

田
村
浩
章　

  
古
橋
直
明

　
　
　
　
　

中
野
正
五

顧　
　

問   

寺
田
厚
生

参　
　

与  

稲
葉
悦
男  　

松
﨑     
修

神
社
委
員   

山
本
英
雄     

岸
田
利
道

金
刀
比
羅
会

役
員
名
簿  

敬
称
略

会　

   

長　

松
本
研
二

副
会
長

井
上
五
朗　

田
中
良
剛　

  

監　

   

事　

増
田  

晋  

寺
田
義
弘  

小
野
甚
一

　
　
　
　
　

地
区
評
議
員　

      

指
名
評
議
員　

元
町
区　

谷
口
平
和

山
下
重
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

岡
崎
一
芳

一　

区　

中
野
正
五

  

田
中
修
一
郎  

徳
田
隆
男

 

 

　

  

吉
岡　

勲

二　

区　

井
上　

敏     

池
田
芳
昭

三　

区　

田
中
孝
一　

  

四　

区　

寺
田
昭
夫　

  

吉
見
英
次

                         

寺
田
泰
政 

五　

区　

近
藤
真
一  

                      
   

木
崎
祥
緒  

六　

区　

田
村
浩
章　

  

田
中
敏
和 

七　

区

髙
田
茂
吉

  

山
本
英
雄 

 

 

　
　

  

荻
野
正
二 

八　

区　

由
利
敏
雄

  

木
村
成
信 

 

　

  

由
利
彰
基 

九　

区　

平
井
真
二　

  

寺
田
義
明

                            

中
川
芳
隆

十　

区　

冨
田
圭
介      

赤
岩
康
利

      　
　
　
　
　

  
  

三
木
邦
彦  

十
一
区　

関　

雅
継　

  

木
下
譲
太
郎

十
二
区　

谷
口
隆
志　

  

小
西
哲
夫    

十
三
区　

戸
石
三
吉　

  

松
本
鐘
三
郎 

 

 

 

  
     

中
村
健
之

十
四
区　

沖　
　

一

  

小
野
甚
一     

中
井　

望

十
五
区　

巽      

昭

  

岸
田
利
道

　
　
　
　
　
　
　

    

吉
田
件
昨

十
六
区　

清
水　

転

  

廣
野
勇
夫

 

 

        

藤
本　

勇

十
七
区　

中
山　

一

  

山
本
喜
与
志

　
　
　
　
　
　
　

      

中
山
宗
五
郎  

由
良
隆
彦

十
八
区

寺
田
義
弘

  

西
村
郁
生

　
　
　
　
　
　
　

    

山
本
一
之

総
代
就
任
の
お
知
ら
せ

総
代
就
任
の
お
知
ら
せ

中　

野　

正　

五　

殿

総
代
を
委
嘱
し
ま
す
。

　

令
和
四
年
六
月
一
日

弔　

慰

弔　

慰

髙　

田　
　

一

髙　

田　
　

一　

殿

　

殿
（
九
十
一
歳
）

金
刀
比
羅
神
社

元
責
任
役
員
は

十
一
月
二
十
七
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
十
四
年
責
任
役
員
総
代
に
ご

就
任
後
、
平
成
十
七
年
金
刀
比
羅
会
会

長
を
兼
任
、
二
百
年
祭
に
尽
く
さ
れ
る

な
ど
篤
い
敬
神
家
で
、
平
成
二
十
四
年

に
退
任
さ
れ
る
ま
で
三
十
三
年
間
に
わ

た
っ
て
つ
と
め
ら
れ
、
以
後
も
顧
問
と

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中　

村　
　

雅

中　

村　
　

雅　

殿

　

殿
（
六
十
八
歳
）

金
刀
比
羅
神
社

総
代
は

十
二
月
十
八
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
五
月
に
ご
就
任
さ
れ
、

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

茲
に
ご
生
前
の
ご
功
労
を
謝
し
、

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

奉

納

御

礼

吹
貫
吹
貫 

飾
り
御
幣

飾
り
御
幣

峰
山
町
赤
坂　

株
式
会
社
ヤ
マ
モ
ト

峰
山
町
赤
坂　

株
式
会
社
ヤ
マ
モ
ト    

様

神
輿
行
列
「
吹
貫
」
最
頂
部
の
金
属
製

飾
り
御
幣
を
ご
奉
納
頂
き
ま
し
た
。

ふ
き
ぬ
き


